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本解析により，繰返し数 910N での疲労強度分布の上下限値は，介在物深さ と
して 0  (試験片表面)と c  (臨界介在物深さ)を想定した場合の表面におけ
る公称応力によりうまく説明できることが分かった． 
2) 上記解析をより発展させ，介在物の場所的分布特性( の分布)のみならず，介在物



















労寿命 fN を，組織細粒化寿命 polyN ，FGA 形成寿命 FGAN ，Fish-eye 形成寿命 eyefishN
に分割した場合， FGAN + eyefishN は全寿命 fN の１%以内であり，全寿命の 99%以上が
組織細粒化のために費やされることが分かった． 






























































域における疲労寿命 fN を，組織細粒化寿命 polyN ，FGA 形成寿命 FGAN ，Fish-eye 形
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成寿命 eyefishN  に分割した場合， FGAN + eyefishN  は全寿命 fN の１%以内であり，全寿命
の 99%以上が組織細粒化のために費やされることを指摘している。 
 第５章では，第１章から第４章までの結果を総括し，結論を述べている。 
 
 本研究の成果は，工学的に有用な知見を多く含むものであり，学術論文５篇として
発表された。 
 以上より，当学位論文審査委員会は本申請論文が博士（工学）の学位を授与するに
値するものと認め，合格とした。 
